
日本政府がコンテンツ産業とAI搭載ロボット産業を次世代の成長分野として位置づけ、積極的な育成
策を推進する中、旭化成はその独自技術と事業基盤を活かし、これらの産業における重要なプレイヤ
ーとして参入する大きな機会を迎えている。本報告書では、政府の政策動向と市場機会を分析し、旭
化成の現状から理想的なポジションに至るまでの戦略的シナリオを提示する。

日本政府は2033年までにコンテンツ産業の海外売上を現在の4.7兆円から20兆円へと4.3倍に拡大す
る目標を設定している 。令和6年度補正予算では95億円、令和7年度予算では7.1億円がコンテンツ
産業支援に充当されており、映像、アニメ、ゲーム、漫画、音楽の各分野で海外展開、ローカライゼ
ーション、デジタル化支援が実施されている 。

AI搭載ロボット産業については、ムーンショット目標3として2050年までに自己学習AIロボットの実
現を掲げ、令和6年度補正予算でロボティクス分野に103億円、AIロボット協会に20億円の投資を行
っている 。産業用ロボット、サービスロボット、協働ロボット、自動運転分野において、AI、
センシング、アクチュエーション、材料・構造設計の技術要素が重点的に支援されている 。

コンテンツ産業では、ゲーム分野が2兆7,780億円、アニメが1兆4,592億円、漫画が3,200億円、映像
が1,310億円の海外売上を記録している 。AIロボット関連では、アクチュエータセンサー市場が
2022年の16.9億ドルから2030年には24.2億ドルへとCAGR 4.8%で成長が見込まれている 。

特に注目すべきは、マテリアルズインフォマティクス市場が2024年の2.5億ドルから2033年には
27.5億ドルへとCAGR 27.3%の高成長が予測されている点である 。これは旭化成の既存技術との
親和性が高く、重要な参入機会を提供している。

旭化成のコンテンツ産業・AI搭載ロボット産業参入
戦略

コンテンツ産業・AIロボット産業の政策動向と市場機会

政府の産業育成政策
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旭化成のコンテンツ産業・AIロボット産業参入機会マップ

旭化成は30年以上のエレクトロニクス事業実績を有し、ホール素子、ASIC、磁気センサー、回転角
センサーなどの製品で化合物半導体技術とミックスシグナル技術の専門性を築いている 。これ
らの技術はVR/AR、ロボット関節制御、モーター制御分野への応用が可能である 。

マテリアル分野では、AZP光学樹脂やフォトポリマーなど独自の材料科学技術を保有している 。
AZP光学樹脂は優れた低複屈折性、耐熱・耐光性、軽量化、自由設計が可能で、ディスプレイカバ
ー、HUD部品、カメラレンズ、ロボット部品への応用が期待されている 。

デジタル・MI分野では、スマートラボ、CAEソリューション、マテリアルズインフォマティクスの先
進的な取り組みを展開している 。破断予測モデルi-LUPEやデジタルツイン活用、クラウド
HPCによる材料探索自動化と高分子材料予測技術を確立している 。

旭化成ホームズは既にプリファードロボティクスと協業し、生成AIを活用した住宅内IoT情報と連携
する自律移動ロボット「カチャカ」の開発を進めている 。デジタルサービスプラットフォームを
通じてIoT連携、生成AI活用、ロボット連携の実績を構築しており、スマートホーム領域でのノウハ
ウを蓄積している 。

旭化成の現状分析と技術的優位性

既存事業基盤の強み
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住宅・建設事業との連携可能性
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旭化成の参入戦略として、以下の3つのシナリオを検討した。

シナリオ1：コンテンツ制作技術インフラ提供では、コンテンツ制作会社・スタジオをターゲット
に、CAEソリューションによる制作工程最適化、マテリアルズインフォマティクスによる新材料開発
支援、デジタルツイン技術によるバーチャルプロダクション、AI活用による制作効率化プラットフォ
ームを提供する。短期100億円、中期500億円の売上を見込んでいる。

シナリオ2：AIロボット用高機能材料・センサーでは、ロボットメーカー・AI企業をターゲットに、
軽量高強度ロボット用樹脂材料、高精度磁気センサー・回転角センサー、ロボット用光学部品、ハプ
ティクス用材料・デバイスを提供する。短期200億円、中期1000億円の売上を見込んでいる。

シナリオ3：スマートハウス・エンタメ統合プラットフォームでは、消費者・住宅業界をターゲット
に、住宅IoTとエンタメロボットの統合、AI活用による生活支援サービス、家庭内コンテンツ体験最
適化、ヘルスケア・エンタメ融合サービスを展開する。短期50億円、長期2000億円の売上を見込ん
でいる。

旭化成の3つの参入シナリオ比較分析

参入シナリオの比較分析

3つの戦略的参入シナリオ



現在の旭化成は、コンテンツ産業への関与が間接的な材料・部品供給に留まり、AIロボット分野でも
部分的なセンサー・材料供給に過ぎない。市場ポジションはB2B部品サプライヤーであり、コンテン
ツ・ロボット関連の売上比率は5%未満に留まっている。

主要なギャップとして、エンタメ業界との接点・ネットワークの不足、コンテンツ制作プロセスの理
解不足、AI・ロボット最終製品への統合技術の欠如、B2C市場への展開ケイパビリティの限界、海外
展開体制・現地パートナーシップの不備が挙げられる。

2030年には、コンテンツサプライチェーンの中核技術パートナーとして確立し、ロボット用材料・
システムの主要サプライヤーとしてのポジションを獲得する必要がある 。市場ポジションを
B2B2Cソリューションプロバイダーに転換し、コンテンツ・ロボット関連の売上比率を15-

20%（2000-3000億円）まで拡大することが目標である。

戦略実行は3つのフェーズに分けて展開する。

フェーズ1（2025-2027年）基盤構築では、エンタメ業界ネットワーク構築、MI/CAE技術のコンテ
ンツ応用開発、ロボット用材料・センサー拡充、VR/AR光学材料事業化を並行して進める。

フェーズ2（2026-2030年）市場参入では、コンテンツ制作支援サービス開始、AIロボット材料本格
展開、海外パートナーシップ構築、スマートハウス統合実証を実施する。

フェーズ3（2030-2033年）事業拡大では、グローバル展開加速と新技術・新市場開拓により事業を
本格化する。

現状とあるべき姿のギャップ分析

現状の課題と制約

2030年のあるべき姿

[14]

戦略的ロードマップ

3段階の実行フェーズ



旭化成のコンテンツ産業・AIロボット産業参入ロードマップ（2025-2033年）

投資計画では、2025年から2033年にかけて累積投資額1000億円を投入し、コンテンツ関連とAIロ
ボット関連の売上を段階的に拡大する

。

2025年のコンテンツ関連売上50億円、AIロボット関連売上100億円から開始し、2033年にはそれぞ
れ1200億円、1400億円まで成長させる計画である。総売上は2025年の150億円から2033年の2600

億円へと17倍の成長を見込んでいる。

投資計画と期待効果

段階的投資と売上成長



旭化成のコンテンツ・AIロボット事業 売上目標と投資計画（2025-2033年）

フェーズ1では225億円の投資で105億円の売上を創出し、基盤技術と市場参入基盤を確立する。フェ
ーズ2では810億円の投資で1880億円の売上を達成し、本格的な市場参入を果たす。フェーズ3では
1150億円の投資で3300億円の売上を実現し、グローバル展開を加速する。

業界慣習・文化の違いに対しては、エンタメ業界出身人材の獲得と業界団体への積極的参加により対
応する。技術採用の遅れについては、実証プロジェクトを通じた有効性実証と段階的導入により市場
受容を促進する。

為替変動・地政学リスクに対しては、現地生産体制の構築と複数地域でのリスク分散により対処す
る。プラットフォーム競争の激化については、差別化技術の確立と戦略的パートナーシップの強化に
より競争優位性を維持する。

旭化成は、政府の強力な産業育成政策に支えられたコンテンツ産業とAI搭載ロボット産業において、
その独自の材料科学技術とデジタル技術の組み合わせにより、大きな成長機会を獲得できる立場にあ
る。

フェーズ別の投資配分

リスク要因と対策

主要リスクの識別と緩和策

結論と提言



特にマテリアルズインフォマティクスの高成長と、VR/AR市場の拡大は、旭化成の技術的優位性を活
かせる領域である。3つの参入シナリオのうち、AIロボット用高機能材料・センサー事業は最も確実
性が高く、コンテンツ制作技術インフラ提供とスマートハウス・エンタメ統合プラットフォームは長
期的な成長ポテンシャルを秘めている。

成功の鍵は、エンタメ業界との早期ネットワーク構築、海外展開体制の強化、そして既存事業とのシ
ナジー最大化にある。2025年から2033年にかけての戦略的投資により、旭化成は日本のコンテンツ
産業とAIロボット産業の成長を技術面から支える中核企業としてのポジションを確立できるであろ
う。
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